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MARCOワークショップ 「アジアにおける自然資源管理のための
土壌情報システムの新しい取り組み」

報　告

　土壌情報システム（SIS）は作物生産のための土壌情報だ
けでなく、環境影響評価や環境保全、野生生物の生息地
および地球温暖化やエネルギー問題解決のための重要な
情報を提供しています。アメリカやヨーロッパでは、特
に環境の視点からSIS利用が進められていますが、アジ
アでは、一部の国で土壌図のデジタル化や土壌データの
データベース化を主体とするSISの開発と利用が進めら
れているにすぎません。
　そこで、欧米および東・東南アジアの研究者と作物生産
や環境保全のために有用なSISの研究開発や現場への普
及について情報交換を行うとともに、東・東南アジアで共
通なSISのプラットホームの構築について協議するため、
アジア太平洋食糧肥料技術センター（FFTC）との共催、農
林水産省生産局などの後援によるワークショップを、10
月14、15日につくば国際会議場で開催しました。
　講演者は、アメリカ、韓国、台湾、フィリピン、ベトナム、
タイ、マレーシア、日本から14名、ポスター発表は11件、
出席者は国内外あわせて81名でした。
　講演およびポスターセッションでは、各国の土壌分類
システム、土壌図・土壌データの整備状況、土壌データ
の土地生産力評価や環境アセスメントへの適用、モデル

を適用した土壌特性の予測手法および土壌情報システム
の公開状況などが紹介され、それぞれの問題点や今後の
対応について報告されました。総合討議では、アジア土
壌情報システム構築のための、目的、土壌分類システム、
縮尺、フォーマットおよび記載項目・分析法の洗い直し
などが議論されました。
　なお、MARCOとはMonsoon Asia Agro-Environmental 
Research Consortium（モンスーンアジア農業環境研
究協議会）の略で、2006年に農環研が創設した、ア
ジアにおける農業環境研究発展のための組織で 
す。MARCOでは、国際シンポジウムなどの開催による
情報交換、ウェブサイトなどを利用した情報公開および
研究者の招へいや派遣による技術移転などを行っていま
す。
 （研究コーディネータ　谷山 一郎）
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研究成果発表会2008 「未来につなげよう安全な農業と環境」

　平成20年11月28日新宿明治安田生命ホールにお
いて、標記発表会を開催しました。この発表会は、研
究所の独法化後2年ごとに開催しており、今回は第4
回目となります。当日は一般の方42名、企業・団体
91名を含む、総数207名の参加を得ました。
　佐藤洋平理事長の開会挨拶、農林水産技術会議事務
局新井毅研究開発官の挨拶に続いて、九州大学大学院
の矢原徹一教授による特別講演「生物多様性の保全と
私たちの未来」が行われ、日本を含む世界の生物多様
性損失の状況が紹介された後、九州大学キャンパス移
転時の生物多様性保全事業を例にとり、保全と開発の
両立の可能性、その際の科学の役割、未来ビジョン構
築における価値観の重要性などの問題提起がありま
した。続いて農環研の研究成果として、地球温暖化
がコメの収量に及ぼす影響（大気環境研究領域　横沢
正幸）、関東地方における120年前と現在の農業利用
を地図上で比較できる「歴史的農業環境閲覧システム」

（生態系計測研究領域　岩崎亘典）、外来植物の蔓延に

よる日本の自然環境への影響（生物多様性研究領域　
池田浩明）、植物の葉の表面に生息している生分解性
プラスチック分解菌の発見とその利用（生物生態機能
研究領域　北本宏子）、植物の力を利用した土壌環境
の修復（有機化学物質研究領域　大谷卓）の発表を行い
ました。多くの質問・意見が出され、里山の保全にお
ける経済原理の導入や農耕地での外来生物の問題な
どについて活発な議論が行われました。
　休憩時間には、農環研若手研究者奨励賞表彰式が行
われ、3名の受賞者に対し表彰状と副賞が授与されま
した（詳細は10頁）。またロビーには、奨励賞受賞者
の研究課題を含む18課題のポスターが掲示されまし
た。
　なお、講演内容の詳細については、農業環境技術
研究所 研究成果発表会2008 講演要旨（http://www.

niaes.affrc.go.jp/sinfo/sympo/h20/1128/proceeding.html）
でごらんいただけます。
 （企画戦略室長　安田 耕司）
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